
  2022  Spring JCM   40

WORLD  NOW No.111

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

い
ま
多
く
の
国
で
、
企
業
の「
人
権

デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス（
D
D
）」の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
欧
州
連
合

（
E
U
）で
は
、
そ
れ
を
法
制
化
す
る
事

例
も
現
れ
た
。
こ
の
場
合
、
人
権
問
題
は

従
業
員
の「
結
社
の
自
由
」を
含
め
、
企

業
倫
理
・
行
動
の
根
幹
に
係
わ
る
も
の
で

あ
る
が
、
よ
り
広
く
は
社
会
的
な
課
題

で
あ
り
、い
た
る
と
こ
ろ
で
多
様
な
取
り

組
み
が
進
む
状
況
に
あ
る
。

　

そ
れ
で
い
ま
、
脳
裏
を
よ
ぎ
る
の
は
、

か
つ
て「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」と
さ
れ

た
南
ア
フ
リ
カ
の「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト（
人

種
隔
離
）」政
策
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
国

際
社
会
が
対
応
・
糾
弾
し
、
国
際
労
働
運

動
は
南
ア
闘
争
の
先
頭
に
あ
っ
た
。
金

属
労
協（
J
C
M
）
も
国
際
金
属
労
連

（
I
M
F
、現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）の

グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
深
く
コ

ミ
ッ
ト
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
往
時
の
取
材
メ
モ
も
援
用

し
て
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
中
心
に
述
べ
、

そ
れ
が「
今
は
昔
の
物
語
」な
の
か
を
問

う
て
み
た
い
。
人
権
問
題
を
検
討
す
る

よ
す
が
と
も
な
れ
ば
と
思
い
つ
つ
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
残
像

　

思
い
起
こ
せ
ば
1
9
6
0
年
代
、
金
属

労
協
が
結
成
さ
れ
た
頃
に
は
、「
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト（
人
種
隔
離
）」体
制
は
す
で
に

南
ア
フ
リ
カ
の
全
土
を
覆
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

1
9
7
0
年
代
に
入
る
と
、「
バ
ン

ト
ゥ
ー
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
市
民
権
法
」

の
も
と
、
人
口
の
圧
倒
的
多
数
の
バ
ン

ト
ゥ
ー（
黒
人
諸
民
族
）は
白
人
居
住
区

と
隔
離
さ
れ
、
民
族
ご
と
に
指
定
さ
れ
た

10
地
域（
バ
ン
ト
ゥ
ー
ス
タ
ン
、
黒
人
独

立
国
）
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

10
地
域
の
う
ち
独
立
を
宣
言
さ
せ
ら

れ
た
ト
ラ
ン
ス
カ
イ
、
ボ
プ
タ
ツ
ワ
ナ
、

ヴ
ェ
ン
ダ
、
シ
ス
カ
イ
の
４
地
域
は
ホ
ー

ム
ラ
ン
ド（
母
国
）と
さ
れ
、
そ
の
住
民

は
外
国
人
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
そ
の
他
ガ

ザ
ン
ク
ル
、カ
ン
グ
ワ
ネ
な
ど
6
地
域（
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ス
テ
イ
ツ
と
も
呼
ん
だ
）の

住
民
も
同
様
に
、
都
市
部
中
心
の
白
人

居
住
区
へ
の
出
入
は
厳
し
く
規
制
さ
れ
、

就
業（
通
勤
）に
も「
パ
ス
法
」に
よ
る「
パ

ス
」携
行
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　

か
れ
ら
は
教
育
機
会
で
も
差
別
さ
れ

て
お
り
、
文
盲
率
は
64
％
。
職
業
訓
練
の

機
会
も
制
限
さ
れ
、
同
じ
職
場
で
も
白

人
が
上
位
職
、
黒
人
は
下
位
職
種
に
配

属
さ
れ
て
、
昇
進
の
機
会
も
な
か
っ
た
。

平
均
所
得
は
白
人
の
6
分
の
１
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
結
社
の
自
由
」、
す
な
わ
ち
労
働
組

合
の
結
成
は
白
人
や
カ
ラ
ー
ド（
有
色
人
）

に
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
黒
人
に
は
厳

し
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
も
と
よ
り
参
政

権
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
備
考
）南
ア
の
人
口
は
3
1
4
0
万
人
。
そ

の
構
成
は
、
黒
人
2
3
0
0
万
人（
73
％
）、

白
人
4
7
0
万
人（
15
％
）、
カ
ラ
ー
ド（
有
色

人
）2
8
0
万
人（
９
％
）、
イ
ン
ド
人
な
ど
ア

あ
の「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
」は
消
え
た
の
か

～
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス（
D
D
）に
寄
せ
て
～

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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あの「アパルトヘイト」は消えたのか
～人権デュー・ディリジェンス（DD）に寄せて～

ジ
ア
系
90
万
人（
３
％
）で
あ
っ
た
。
カ
ラ
ー

ド
に
は
若
干
の
自
由
が
許
容
さ
れ
た
。
ま
た
、

訪
問
・
滞
在
す
る
日
本
人
は
居
住
権
の
な
い
名

誉
白
人
と
さ
れ
て
い
た
。

反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
の

展
開

　

こ
の
非
人
道
的
な
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の

淵
源
は
、
英
領
下
の
1
9
1
1
年「
鉱
山

労
働
法
」、1
9
1
3
年「
原
住
民
土
地
法
」

に
あ
っ
た
。そ
し
て
戦
後
の
1
9
4
8
年
、

政
権
を
掌
握
し
た
国
民
党（
白
人
系
）が
、

ア
フ
リ
カ
系
諸
民
族
を「
隔
離
・
統
治
」

す
る
政
策
を
断
行
し
た
こ
と
で
始
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
後
諸
々
の
厳
し
い
差
別
的

法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
不
条
理
な
状
況
下
、
反
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
が
起
こ
る
。
そ
の
代
表

例
を
見
て
み
よ
う
。

　

最
初
の
そ
れ
は
1
9
5
5
年
、
ネ
ル

ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
ら
の
ア
フ
リ
カ
民
族

会
議（
A
N
C
）や
南
ア
・
イ
ン
ド
人
会
議

（
S
A
I
C
）な
ど
に
よ
る「
自
由
憲
章
」

採
択
で
あ
っ
た
。
憲
章
は
黒
人
民
族
主
義

を
と
ら
ず
、
広
く
自
由
・
民
主
主
義
を
基

本
と
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
た
。
そ
の

中
心
的
活
動
家
ら
が
反
逆
罪
で
起
訴
さ

れ
る
一
方
で
、
ア
フ
リ
カ
民
族
主
義
者
ら

は
A
N
C
か
ら
分
党
し
、
1
9
5
9
年

に
汎
ア
フ
リ
カ
ニ
ス
ト
会
議（
P
A
C
）

を
立
ち
上
げ
る
。

　

そ
し
て
1
9
6
0
年
、
こ
う
し
た
諸

政
党
に
よ
る
反「
パ
ス
法
」集
会
に
警
察

隊
が
発
砲
し
、
69
人
の
死
者
を
出
し
た
。

こ
れ
が
国
際
社
会
に
も
衝
撃
を
与
え
た

「
シ
ャ
ー
プ
ビ
ル
虐
殺
事
件
」
で
あ
る
。

政
府
は
こ
れ
ら
政
党
を
非
合
法
化
し
、

1
万
8
0
0
0
人
の
活
動
家
を
逮
捕
。
マ

ン
デ
ラ
氏
は
1
9
6
2
年
に
終
身
刑
を

宣
告
さ
れ
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
沖
の
ロ
ベ
ン

島
刑
務
所
に
拘
置
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

1
9
6
8
年
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ビ
コ
氏

の「
南
ア
フ
リ
カ
学
生
機
構
」が
良
心
の

黒
人
意
識
運
動
を
呼
び
か
け
、
そ
れ
が
南

ア
全
土
に
波
及
。
1
9
7
3
年
に
は
ダ
ー

バ
ン
で
発
生
し
た
黒
人
労
働
者
の
ス
ト
が

各
地
に
伝
播
し
、
労
働
運
動
の
統
一
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。

　

1
9
7
6
年
、
政
治
意
識
の
た
か
ま
る

な
か
、「
分
離
教
育
」体
制
に
反
対
す
る
学

生
ら
が
黒
人
居
住
区
ソ
ウ
ェ
ト
で
立
ち
上

が
り
、「
ソ
ウ
ェ
ト
蜂
起
」
を
起
こ
す
と
、

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
政
権
は
こ
れ
を
制
圧
、
再

び
多
数
の
死
傷
者
を
だ
し
た
。

　

こ
う
し
て
1
9
8
0
年
代
に
は
、
政

治
的
混
迷
の
な
か
、
反
体
制
運
動
は
新

興
の
労
働
運
動
を
中
心
に
激
化
す
る
。
一

度
統
合
し
た
労
働
組
合
は
再
編
し
、
南

ア
全
国
金
属
労
組（
N
U
M
S
A
）を
核

と
し
て
1
9
8
5
年
に
南
ア
労
組
会
議 

（
C
O
S
A
T
U
）を
立
ち
上
げ
た
。1
 
9
 

8
7
年
に
は
全
国
規
模
の
ス
ト
を
展
開
、

翌
年
に
か
け
て「
労
働
関
係
法
」改
悪
反

対
闘
争
が
拡
大
す
る
と
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
闘
争
と
一
体
化
し
て
い
く
。

■
白
人
政
権
に
変
化

　

加
え
て
長
年
に
わ
た
る
国
連
や
I
 
L
 

O
な
ど
国
際
社
会
の
糾
弾
も
あ
り
、
ボ
ー

タ
政
権
が
、妥
協
策
と
し
て
白
人
、カ
ラ
ー

ド（
有
色
人
）、
イ
ン
ド
人
に
よ
る
人
種
別

三
院
制
議
会
を
開
設
し
た
の
は
1
9
8
4

年
の
こ
と
だ
っ
た
。
1
9
8
6
年
に
は
く

だ
ん
の「
パ
ス
法
」廃
止
な
ど
の
改
革
を

実
施
し
た
が
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動

の
波
が
鎮
静
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

1
9
8
9
年
大
統
領
に
就
任
し
た
デ

ク
ラ
ー
ク
氏
は
、
長
年
の
国
民
党
政
権
の

政
策
を
転
換
し
、
半
世
紀
余
に
も
及
ん
だ

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
の
撤
廃
、
社
会
改

革
に
向
け
て
動
く
。

　

1
9
9
0
年
、
A
N
C
、
P
A
C
な
ど

政
治
団
体（
政
党
）、
学
生
団
体
な
ど
を
合

法
化
し
、
獄
中
27
年
の
マ
ン
デ
ラ
氏
を
釈

放
し
た
。
こ
う
し
て
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政

策
の
廃
止
を
国
会
で
宣
言
し
た
の
は
翌

1
9
9
1
年
2
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の

後
３
年
ほ
ど
は
、
反
体
制
派
と
体
制
内
改

革
派
と
の
、
黒
人
政
治
勢
力
間
の
武
力
抗

争
も
あ
っ
て
、
体
制
移
行
期
は
複
雑
な
紆

余
曲
折
を
経
て
い
く
。

　

そ
し
て
つ
い
に
1
9
9
4
年
4
月
、
全

人
種
参
加
、
1
人
1
票
の
総
選
挙
が
実

施
さ
れ
、
同
年
５
月
に
マ
ン
デ
ラ
氏
が
大

統
領
に
就
任
し
て
、
民
主
政
権
が
誕
生

す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
脱
退
し
て
い
た

I
L
O
へ
の
復
帰
も
果
た
し
た
。

内
外
労
働
運
動
の
連
帯
行
動

　

画
期
的
な
情
勢
変
化
に
重
要
な
組
織

的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
内
外
の
労
働

運
動
で
あ
っ
た
。

　

世
界
労
連（
W
F
T
U
）に
よ
る
南
ア

人
権
侵
害
申
し
立
て
が
、
I
L
O
を
通
じ

国
連
の
経
済
社
会
理
事
会
に
提
起
さ
れ

た
の
は
、
1
9
6
6
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

国
際
産
業
別
組
織（
I
T
S
、現
G

 
U
 

F
）の
連
帯
行
動
も
進
展
し
た
。
I
M
F

は
つ
と
に
1
9
6
2
年
、
最
初
の
公
式

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
現
地
に
派
遣
し
て
い
る
。

当
時
、
労
働
組
合
は
、
未
組
織
状
態
の
自

動
車
産
業（
多
国
籍
企
業
）を
除
き
、
白

人
と
有
色
人
に
の
み
認
め
ら
れ
、
黒
人
の

団
結
権
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。I
M
F
は
、

自
動
車
産
業
が
拡
大
基
調
に
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
そ
の
組
織
化
に
向
け
て
、
現
地
労

組
と
の
連
携
に
注
力
す
る
。

　

そ
し
て
1
9
6
9
年
、フ
ォ
ー
ド
、ゼ
ネ 

ラ
ル・モ
ー
タ
ー
ズ（
G
M
）、ロ
ー
ヴ
ァ
ー

の
労
働
者
が
結
集
し
て
、
自
由
・
非
人
種

主
義
の
南
ア
全
国
自
動
車
関
連
ゴ
ム
労
組

（
N
U
M
A
R
W
O
S
A
）を
結
成
、
1
 
9
 

7
1
年
に
I
M
F
に
加
盟
し
た
。つ
い
で

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン（
V
W
）、
メ
ル
セ
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デ
ス
・
ベ
ン
ツ
、
そ
し
て
部
品
や
タ
イ
ヤ

製
造
工
場
の
組
織
化
も
成
功
し
て
い
く
。

黒
人
の
雇
用
も
拡
大
し
、
か
れ
ら
の
組
織

化
も
非
合
法
な
が
ら
着
実
に
進
ん
だ
。

　

こ
う
し
て
、1
9
7
4
年
、I
M
F
の

呼
び
か
け
で
、
金
属
7
組
織
す
べ
て
の

代
表
者
会
議
が
持
た
れ
、I
M
F
南
ア

調
整
委
員
会（
S
A
C
C
、
後
の
協
議
会

S
A
C
）を
結
成
、緊
密
な
相
互
連
携
が

確
認
さ
れ
た
。
後
に
人
種
主
義
を
と
ら
ぬ

主
要
4
組
織
は
、
南
ア
全
国
金
属
労
組

（
N
U
M
S
A
）を
結
成
し
て
い
る
。

　

1
9
7
7
年
I
M
F
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大

会
は
、
南
ア
対
策
を
熱
く
論
じ
る
。
経

済
制
裁
の
重
要
性
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

I
M
F
は
体
制
変
革
・
民
主
化
に
は「
結

社
の
自
由
」、
労
働
運
動
の
強
化
・
拡
大
が

必
須
の
方
策
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

注
目
さ
れ
た
の
は
、1
9
8
0
年
、ウ
イ 

テ
ン
ハ
ー
ゲ
の
V
W
事
業
所
ス
ト
に
際
し
、

I
M
F
が
ド
イ
ツ
金
属
労
組（
I
G
メ
タ

ル
）と
連
携
し
、
親
企
業
と
の
間
に
、
現

地
従
業
員
の
解
雇
を
回
避
し
、
警
察
の
介

入
を
排
除
す
る
合
意
を
取
り
付
け
た
こ

と
だ
っ
た
。
ス
ト
は
当
時
非
合
法
で
あ
っ

た
か
ら
だ
。
1
万
5
0
0
0
人
の
黒
人
労

働
者
は
、
こ
う
し
て「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
な

賃
金
」を
獲
得
し
た
。
こ
の
国
の
労
使
関

係
の
在
り
方
に
大
き
な
く
さ
び
を
打
っ
た

の
で
あ
る
。

■
マ
エ
キ
ソ
裁
判
闘
争

　

そ
し
て
1
9
8
6
年
、
I
M
F
南
ア
闘

争
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
事
態
が
発
生
す

る
。
南
ア
全
国
金
属
労
組（
M
U
M
S
A
、

当
時
15
万
人
）の
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
エ
キ
ソ

書
記
長
裁
判
闘
争
で
あ
る
。
裁
判
で
は
死

刑
判
決
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
件
に
つ
い
て
は
、
当
時
本
誌
で
も
報
告

し
て
い
る（
1
9
8
9
年
第
2
号
）。

　

か
れ
の
家
族
は
、あ
の「
ソ
ウ
ェ
ト
蜂
起
」

の
地
区
に
近
い
黒
人
居
住
区
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ラ
に
居
住
し
て
い
た
。
住
居
は
と
い
え

ば
、
公
営
住
宅
と
い
い
な
が
ら
、
外
壁
は

錆
び
た
ト
タ
ン
板
で
覆
う
粗
末
な
マ
ッ
チ

箱
状
態
。
電
気
も
水
道
も
な
か
っ
た
。
時

お
り
、
辺
り
に
堆
積
す
る
廃
棄
物
か
ら
乾

い
た
異
臭
が
漂
っ
た
。
治
安
は
悪
く
、
当

局
と
通
じ
る
一
団
が
反
体
制
派
の
住
民
を

身
勝
手
な
裁
判
に
か
け
、
こ
れ
に
報
復
が

な
さ
れ
て
、
相
互
に
血
が
流
さ
れ
た
。
当

時
、
ガ
ソ
リ
ン
に
浸
し
た
タ
イ
ヤ
を
首
に

か
け
て
火
を
放
つ
ネ
ッ
ク
レ
ス
殺
人
な
ど

も
あ
っ
た
。

　

全
国
在
宅
ス
ト
な
ど
反
体
制
運
動
を

主
導
し
、
逮
捕
歴
も
あ
っ
た
マ
エ
キ
ソ
書

記
長
は
、
良
識
派
住
民
と
と
も
に
自
治
会

を
組
織
す
る
。
や
が
て
治
安
は
改
善
し
、

未
来
に
希
望
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
も
当
局

の
怒
り
を
買
う
。
か
れ
が
1
9
8
6
年
反

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
滞
在
中
、南
ア
政
府
は「
非

常
事
態
宣
言
」
を
発
令
し

た
。
あ
え
て
帰
国
し
た
マ

エ
キ
ソ
書
記
長
は
、
反
体

制
派
首
謀
者
と
し
て
即
時

逮
捕
・
拘
留
さ
れ
、
国
家
反

逆
罪
・
政
府
転
覆
工
作
罪

で
起
訴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

I
M
F
は
た
だ
ち
に

ボ
ー
タ
大
統
領
に
電
報
を

発
し
て
マ
エ
キ
ソ
書
記
長

の
釈
放
を
求
め
、
折
か
ら

の
中
央
委
員
会
で
マ
エ
キ

ソ
裁
判
対
策
を
協
議
、
意

思
疎
通
を
図
っ
た
。
こ
う

し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る
。

　

各
国
か
ら
無
数
の
激
励

の
葉
書
が
獄
中
の
書
記
長

に
発
送
さ
れ
、
大
統
領
に
は
釈
放
要
請
が

山
に
な
っ
て
届
い
た
。
各
国
加
盟
組
合
は

そ
れ
ぞ
れ
行
動
に
入
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は

主
要
日
刊
紙
全
頁
広
告
で
ボ
ー
タ
大
統

領
宛
て
の
公
開
質
問
状
を
掲
載
し
、
米
国

は
マ
エ
キ
ソ
裁
判
追
跡
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
、全
米
鉄
鋼
労
組（
U
S
W
A
）が

顧
問
弁
護
士
を
派
遣
す
る
な
ど
し
た
。

　

金
属
労
協（
J
C
M
）
は
、
中
村
卓
彦

議
長
が
南
ア
総
領
事
に
釈
放
要
請
を
し
、

当
事
者
間
の
民
主
的
対
話
を
提
言
し
た
。

I
M
F
国
際
連
帯
基
金
に
2
度
に
わ
た
っ

て
拠
金
し
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
活
動
の

一
環
と
し
て
鉄
鋼
連
盟
に
南
ア
か
ら
の
石

炭
・
鉄
鉱
石
輸
入
の
一
時
凍
結
、
電
機
経

営
者
団
体
に
は
パ
ソ
コ
ン
の
南
ア
向
け
輸

出
の
自
粛
を
要
請
し
た
。

　

当
時
日
本
は
対
南
ア
貿
易
で
は
世
界
第

1
位
と
な
っ
て
い
た
。
国
連
は
1
9
8
8

年
に「
南
ア
経
済
制
裁
決
議
」
を
採
択
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
特
別
委
員
会
の
ガ
ル
バ

委
員
長
は
名
指
し
で
日
本
の
突
出
し
た

南
ア
貿
易
に
遺
憾
の
意
を
示
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
や
が
て
南
ア
貿
易
額
は
減
少
に

転
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

1
9
8
8
年
末
、
2
年
半
に
お
よ
ぶ
マ

南ア・黒人居住区アレクサンドラにて右端筆者（1986年4月）
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あの「アパルトヘイト」は消えたのか
～人権デュー・ディリジェンス（DD）に寄せて～

エ
キ
ソ
書
記
長
の
獄
中
生
活
は
終
り
、
無

罪
釈
放
を
勝
ち
取
る
日
が
来
た
。
書
記
長

の
名
も
世
界
に
知
れ
渡
り
、
死
刑
回
避
は

反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
闘
争
の
象
徴
と
な
っ

て
、
体
制
廃
絶
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

1
9
9
1
年
、
マ
ン
デ
ラ
氏（
当
時

A
N
C
議
長
）は
、
I
M
F
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
対
話
の
折
、「
労
働
運
動
は‘
結
社
の
自

由
’の
結
晶
。
も
っ
と
も
組
織
さ
れ
た
民

主
勢
力
」と
評
し
て
、
多
年
に
わ
た
る
連

帯
に
深
い
謝
意
を
表
し
た
の
で
あ
っ
た
。

N
U
M
S
A
と

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

　

あ
の
N
U
M
S
A
は
、い
ま
ど
う
し
て

い
る
だ
ろ
う
。
か
つ
て
I
M
F
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
の
交
流
時
、「
I
M
F
に
あ
っ
て
、
持

ち
場
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
の
が
国
際
連

帯
の
基
礎
」と
語
り
合
っ
た
活
動
家
た
ち

は
、
も
う
現
役
を
退
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
組
織
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
厳

し
い
環
境
下
で
も
、依
然
健
在
の
よ
う
だ
。

昨
2
0
2
1
年
10
月
、
鉄
鋼
・
機
械
産
業

部
門
で
3
週
間
に
わ
た
る

厳
し
い
ス
ト
を
闘
い
抜
き
、

3
年
協
約
を
締
結
、
賃
上
げ

６
％
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
南
ア
と
い
え
ば
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
第
３

回
世
界
大
会
は
、同
年
9
月
、

南
ア
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
ウ
ェ
ブ
開
催
と
な
っ

た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

役
員
改
選
の
な
か
で
、
3
人

の
書
記
次
長
が
選
任
さ
れ
た
。

そ
の
１
人
に
N
U
M
S
A

の
女
性
活
動
家
ク
リ
ス
テ
ィ

ン
・
オ
リ
ビ
エ
さ
ん
の
名
が

あ
っ
た
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
さ
ん
以
来
の
南

ア
出
身
で
あ
る
。
ち
な
み
に

日
本
か
ら
松
㟢
寛
さ
ん
が
選

出
さ
れ
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
。
鎌
田
普

さ
ん
以
来
の
日
本
出
身
で
あ
る
。
も
う
１

人
の
ケ
マ
ル
・
ウ
ズ
カ
ン
さ
ん（
ト
ル
コ
出

身
）と
も
ど
も
、
良
き
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

期
待
さ
れ
る
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も
民
主
主
義
擁
護

や
人
権
問
題
は
、
運
動
課
題
の
一
つ
だ
。

冒
頭
に
触
れ
た「
人
権
デ
ユ
ー
・
デ
ィ
リ

ジ
ェ
ン
ス（
D
D
）」の
取
組
み
も
、
労
働

の
世
界
で
必
須
で
あ
る
。
指
摘
す
る
ま
で

も
な
く
、
そ
の
根
幹
で
も
あ
る
組
合
組
織

化
の
基
本
権
が
、
何
ら
か
の
形
で
抑
制
さ

れ
て
い
る
国
は
70
％
、
団
体
交
渉
権
の
そ

れ
に
至
っ
て
は
80
％
に
も
の
ぼ
る
現
実
が

あ
る
か
ら
だ
。

　

ち
な
み
に
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が

多
国
籍
企
業
と
の
間
に
締
結
し
て
き
た

数
十
に
の
ぼ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協

定（
G
F
A
）」は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
含
め
、
基
本
権
認
知
を
当
然
の
基
礎
と

し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、一
層
の

締
結
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

以
上
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
中
心
に

記
述
し
た
。
意
識
し
て
い
た
の
は
、
執
筆

時
点
の
3
月
21
日
が
、「
国
際
人
種
差
別

撤
廃
デ
ー
」で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
あ
の

「
シ
ャ
ー
プ
ビ
ル
虐
殺
事
件
」
を
機
に
、

国
連
が
制
定
し
た
記
念
日
で
あ
る
。
こ
の

日
、
各
国
で
関
連
行
事
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
人
種
差
別
、
外
国
人
排
斥
や
少
数

民
族
へ
の
差
別
、
そ
し
て
、
社
会
格
差
や

人
権
侵
害
が
複
雑
化
し
て
い
る
状
況
に

思
い
が
至
る
。「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」

す
ら
な
し
と
し
な
い
。

　

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は「
今
は
昔
の
物
語
」、

な
の
か
。
物
語
は
い
ま
だ
終
わ
っ
て
お
ら

ず
、い
た
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
影
を
落
と

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
僻ひ

が

目め

で
あ

ろ
う
か
。

　
（
了
）

（
参
照
資
料
）
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